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漢
文
助
字
か
ら
見
た
宣
命
体
表
記

―
―

「令
」
字
に
注
目
し
て
―
―

一
　
は
じ
め
に

原
則
と
し
て
、
自
立
語
を
大
書
し
、
用
言
の
活
用
語
尾
や
助
詞

・
助
動
詞

な
ど
の
付
属
語
を
万
葉
仮
名
で
小
書
す
る
宣
命
小
書
体
に
お
い
て
も
、
す
べ

て
の
助
詞
や
助
動
詞
が
万
葉
仮
名
で
小
書
き
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

（
１
）

漢
文
助
字
表
記
例
や
読
添
え
例
も
存
す
る
。
論
者
も
、
宣
命
に
お
け
る
助

詞

・
助
動
詞
の
漢
文
助
字
表
記
に
興
味
を
も
ち
、
『
日
本
後
紀
』
以
降
の
国

史
も
含
め
た

「
五
国
史
」
宣
命
に
お
け
る
漢
文
助
字
使
用
の
調
査
を
行

っ
た

こ
と
が
あ
る
。

そ
の
中
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
使
役
の
助
動
詞

「
じ
む
」
に
相
当
す
る

漢
文
助
字

「令
」
は
、
『
日
本
後
紀
』
以
降
の

「
四
国
史
」
宣
命
に
お
い
て

も
、
万
葉
仮
名
表
記
例
と
と
も
に
用
い
ら
れ
続
け
、
両
者
の
使
い
分
け
の
明

確
で
は
な
い
助
字
で
あ

っ
た
。
ま
た
こ
の

「令
」
字
は
、
院
政
期
の
片
仮
名

宣
命
体
資
料
で
あ
る

『今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
も
多
用
さ
れ
て
お
り
、
宣

命
体
資
料
に
お
け
る
漢
文
助
字
の
使
用
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
国

池

田

幸

恵

史
に
収
め
ら
れ
た
宣
命
と
、
片
仮
名
宣
命
体
で
書
か
れ
た
説
話
と
の
表
記
面

で
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
意
味
で
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
起
源

を
論
じ
た
春
日
政
治
博
士
の
指
摘
以
来
、
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
な
ど
と
同

じ
く
、
漢
文
の
訓
点
記
入
に
由
来
す
る
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
つ
な
が
る
も

の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の

一
方
で
、
宣
命
と
の
関
連
を

指
摘
す
る
論
考
も
存
す
る
。

論
者
は
、
後
者
の
立
場
か
ら
、
推
量
の
助
動
詞

「
べ
し
」
の
表
記
を
取
り

上
げ
、
国
史
や
記
録
に
収
め
ら
れ
た
宣
命
と

『
今
昔
物
語
集
』
を
中
心
と
す

る
片
仮
名
宣
命
体
資
料
と
の
表
記
の
関
連
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
使
役
の
助
動
詞

「
じ
む
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
表
記

形
式
か
ら
、
宣
命
と
片
仮
名
宣
命
体
資
料
と
の
表
記
面
に
お
け
る
つ
な
が
り

を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。



一一　
続
日
本
紀
宣
命
に
お
け
る

「令
」
字
の
使
用

「
五
国
史
」
宣
命
に
お
け
る
漢
文
助
字

「令
」
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
す

（
７
）

で
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
前
稿
に
お
い
て
は
、
漢
文
助
字
を
用
い
な
が

ら
活
用
語
尾
を
万
葉
仮
名
で
小
書
き
し
た
例
も
助
字
表
記
例
と
し
て

一
括
し

て
扱

っ
た
た
め
、
本
稿
で
は
改
め
て
両
者
を
分
け
、
そ
の
詳
細
を
見
て
い
く

こ
と
と
す
る
。

『
続
日
本
紀
』
に
は
６２
詔
の
宣
命
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
「
し
む
」
の
表

記
に
は
、
漢
文
助
字
の
み
を
用
い
る
例

（以
下
、
天
「
□
」
と
表
記
す
る
）

と
、
漢
文
助
字

に

「
じ
む
」
の
活
用
語
尾
を
万
葉
仮
名

で
小
書
き
す
る
例

（以
下
、
「令
ロ
ム
」
と
表
記
す
る
）
と
、
万
葉
仮
名
の
み
を
用
い
る
例

（以

下
、
「
シ
ム
」
と
表
記
す
る
）
が
あ
る
。

ま
ず
、
「令
□
」
の
例
は
１０
例
あ
り
、
活
用
形
の
別
を
見
て
み
る
と
、
未

然
形
の
例
が
４
例
、
連
用
形
の
例
が
３
例
、
終
止
形
の
例
が
１
例
、
連
体
形

の
例
が
２
例
と
な

っ
て
い
る
。
以
下
、
活
用
形
ご
と
に
原
則
と
し
て
１
例
ず

つ
挙
げ
て
い
く
。

人
ホ
不
令
侮
不
令
機
治
賜
部

（第
１３
詔

・
天
平
勝
宝
元
年
四
月

一
日
条
）

皇
太
子
斯
王
小
学
志
頂
令
荷
三

（第
９
詔

。
天
平
十
五
年
五
月
五
日
条
）

天
下
百
姓
乎
可
令
撫
育
止
宣

　

　

（第
５９
詔

・
天
応
元
年
四
月
二
日
条
）

元
動
久
静
獅
倒
有
酪
　
　
　
　
（第
９
詔

・
天
平
十
五
年
五
月
五
日
条
）

「
令
ロ
ム
」
の
２
例
は
い
ず
れ
も
連
体
形
の
例
で
あ
る
。

此
官
姿
授
不
給
止
倒
知
刑
事

（第
２６
詔

。
天
平
宝
字
四
年
正
月
四
日
条
）

「
シ
ム
」
の
例
は
１２
例
あ
り
、
未
然
形
２
例
、
連
用
形
４
例
、
終
止
形
１

例
、
連
体
形
４
例
、
命
令
形
１
例
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
１
例
が
上
接
語
か
ら

小
書
き
さ
れ
て
い
る
。

朝
庭
乃
御
奴
止
奉
仕
セ
麟
宣
ホ
（第
３５
詔

・
天
平
神
護
元
年
八
月

一
日
条
）

三
宝
乃
御
法
乎
隆
之
米
　

　

（第
４５
詔

・
神
護
景
雲
三
年
十
月

一
日
条
）

一
一
葛
国
仁
軍
丁
乎
乞
兵
発
貶
（第
２８
詔

。
天
平
宝
字
八
年
九
月
廿
日
条
）

朕
我
東
人
ホ
授
刀
天
侍
之
牟
留
事
波
（第
４５
詔

・
神
護
景
雲
三
年
十
月

一
日
条
）

汝
乃
近
護
止
之
天
護
之
米
与
止
念
天
奈
毛
在

（第
４５
詔

・
神
護
景
雲
三
年
十
月

一
日
条
）

続
日
本
紀
宣
命
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
そ
の
特
殊
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

（
８
）
る
淳
仁

・
称
徳
期
の
前
後
で
、
①
第
１
詔
～
第
２６
詔
、
②
第
２７
詔
～
第
４７
詔

（淳
仁

・
称
徳
期
）
、
③
第
４８
詔
～
第
６２
詔
の
三

つ
に
区
分
し
て
考
え
る
と
、

万
葉
仮
名
の
使
用
に
偏
り
が
認
め
ら
れ
る
。
天
「
□
」
と

「
令
ロ
ム
」
の
漢

文
助
字
表
記
例
は
、
③
区
分
に
は
用
例
が
少
な
い
も
の
の
全
て
の
区
分
に
用

例
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
万
葉
仮
名
表
記
は
、
そ
の
全
て
が
②
区
分
の
例

で
あ
り
、
淳
仁

・
称
徳
期
に
限

っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
続
日
本
紀
宣
命
に
お
け
る
使
役
の
助
動
詞

「
じ
む
」
の

表
記
に
は
、
漢
文
助
字
表
記
例
と
万
葉
仮
名
表
記
例
が
１２
例
ず

つ
と
同
数
存

す
る
も
の
の
、
万
葉
仮
名
表
記
例
は
従
来
か
ら
そ
の
特
殊
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
②
区
分
に
の
み
見
ら
れ
、
続
日
本
紀
宣
命
で
は
、
使
役
の

「
し
む
」
は

「令
」
字
で
表
記
す
る
の
が
基
本
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。



〓
一

「
四
国
史
」
宣
命
に
お
け
る

「
令
」
字
の
使
用

『
日
本
後
紀
』
に
は
１３
詔
の
宣
命
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
助
動
詞

「
じ
む
」

の
表
記
に
は

「令
□
」
と

「
シ
ム
」
の
二
種
類
の
形
式
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、

「
令
□
」
の
例
は
、
未
然
形
、
連
用
形
、
終
止
形
に
１
例
ず

つ
存
す
る
。

近
虎
ホ
斜
治
麟
為
三
　
　
　
　
　
　
　
　
（延
暦
廿
四
年
二
月
十
日
条
）

礼
代
乃
幣
吊
井
鏡
令
持
ョ
申
出
給
　
　
　
（延
暦
廿
四
年
二
月
十
日
条
）

天
下
百
姓
乎
可
令
撫
育
止
勅
　
　
　
　
　
　
（大
同
四
年
四
月

一
日
条
）

一
方
の

「
シ
ム
」
の
例
は
、
連
用
形
が
３
例
、
終
止
形
が
２
例
、
連
体
形

が
１
例
あ
り
、
う
ち
３
例
が
上
接
語
か
ら
万
葉
仮
名
で
小
書
き
さ
れ
て
い
る
。

弟
麻
呂
等
乎
遣
三
伐
平
馘
陥
戴
　

　

　

（弘
仁
二
年
十
二
月
十
三
日
条
）

棄
家
乗
路
氏
東
西
辛
苦
型
之
‐
‐
　

　

　

　

（弘
仁
元
年
九
月
十
日
条
）

其
傾
覆
勢
ホ
乗
三
伐
平
掃
治
滋
祥
　

　

（弘
仁
二
年
十
二
月
十
三
日
条
）

漢
文
助
字
は
前
半
の
延
暦

・
大
同
年
間
の
宣
命
に
の
み
用
い
ら
れ
、
万
葉

仮
名
は
後
半
の
弘
仁
年
間

（嵯
峨
期
）
の
宣
命
に
の
み
用
い
ら
れ
て
お
り
、

漢
文
助
字
を
用
い
る
宣
命
と
万
葉
仮
名
を
用
い
る
宣
命
は
重
な
ら
な
い
。

『
続
日
本
後
紀
』
に
は
３７
詔
の
宣
命
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
「
し
む
」
の
表

記
に
は
、
「令
□
」
、
「令
ロ
ム
」
、
「
シ
ム
」
の
三
種
類
の
表
記
形
式
が
存
す

る
。
ま
ず

「令
□
」
の
例
は
、
未
然
形
が
４
例
、
連
用
形
が
５
例
、
終
止
形

が
１
例
と
な

っ
て
い
る
。

将
来
波
不
倒
妖
建
貞
倒
進
致
武
　
　
　
　

（承
和
八
年
五
月
十
二
日
条
）

礼
代
乃
大
幣
乎
令
捧
持
天
奉
出
　
　
　
　
（承
和
八
年
六
月
廿
二
日
条
）

倒
法
師
等
天
呪
咀
上
ム
人
多
破
　
　
　
　
（承
和
九
年
七
月
廿
三
日
条
）

「
令
ロ
ム
」
は
連
体
形
と
命
令
形
に
１
例
ず

つ
存
す
る
。

使
臣
乎
奉
出
天
倒
巡
察
相
　
　
　
　
　
　
（嘉
祥
三
年
二
月
十
六
日
条
）

天
下
乎
平
か
倒
有
創
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（天
長
十
年
二
月
廿
八
日
条
）

「
シ
ム
」
の
例
は
、
連
用
形
が
２
例
の
み
で
あ
り
、
い
ず
れ
も

「
マ
ヲ
ス

（申

。
奏
と

で
結
ぶ
天
皇
か
ら
神
社

・
山
陵

へ
の
祈
願

・
報
告
の
宣
命

（以

下
、

マ
ヲ
ス
系
宣
命
と
称
す
る
）
末
尾
の
国
家
や
朝
廷
の
安
泰
を
祈
願
す
る

詞
章
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

天
皇
朝
廷
乎
無
動
久
大
坐
粍
　
　
　
　
　
　
（承
和
八
年
五
月
三
日
条
）

続
日
本
後
紀
宣
命
に
お
い
て
は
、
使
役

「
し
む
」
の
表
記
に
は
漢
文
助
字

を
用
い
る
の
が
基
本
で
あ
り
、
万
葉
仮
名
は
マ
ヲ
ス
系
宣
命
末
尾
の
祈
願
詞

に
の
み
用
い
ら
れ
る
と
い
う
使
い
分
け
が
存
す
る
。

『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
に
は
３‐
詔
の
宣
命
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
「
し

む
」
の
表
記
に
は
、
「令
□
」
、
「
シ
ム
」
の
二
種
類
の
表
記
形
式
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
ま
ず

「
令
□
」
は
、
未
然
形
が
１
例
、
連
用
形
が
９
例
、
終
止

形
が
４
例
と
な

っ
て
い
る
。

祭
使
波
御
卜
合
酷
人
乎
倒
供
奉
祉
奈
所
念
行
　
（仁
寿
元
年
六
月
三
日
条
）

膿
代
乃
大
幣
吊
乎
令
捧
持
天
奉
出
須
　

　

（天
安
元
年
二
月
十
七
日
条
）

大
瑞
波
是
薄
徳
乃
可
倒
感
致
支
物
赫
非
須
　
　
（嘉
祥
三
年
十
月
五
日
条
）

連
用
形
の
例
は
い
ず
れ
も

マ
ヲ
ス
系
宣
命
に
お
け
る
、
使
者
に
幣
吊
等
を

奉
ら
せ
る
と
い
う
文
脈
で
の

「令
捧
持
天
」
な
ど
の
例
で
あ
る
。

一
方
の

「
シ
ム
」
の
例
は
連
用
形
の
み
４
例
と
な

っ
て
い
る
。

風
雨
随
時
比
五
穀
豊
登
姥
天
下
平
安
外

　

（嘉
祥
三
年
七
月
十

一
日
条
）

万
葉
仮
名
は
続
日
本
後
紀
宣
命
と
同
様
に
、

マ
ヲ
ス
系
宣
命
末
尾
の
祈
願



の
詞
章
で
の
み
用
い
ら
れ
て
お
り
、
文
徳
実
録
宣
命
に
お
け
る

「
じ
む
」
表

記
は
漢
文
助
字
が
基
本
で
あ
る
。

『
日
本
三
代
実
録
』
に
は
９２
詔
の
宣
命
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
「
し
む
」
の

表
記
に
は
、
「令
□
」
、
天
「
ロ
ム
」
、
「
シ
ム
」
の
三
種
類
の
表
記
形
式
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
「令
□
」
の
６８
例
は
、
未
然
形
が
２
例
、
連
用
形

が
４７
例
、
終
止
形
が
５
例
、
連
体
形
１４
例
と
、
連
用
形
が
多
数
を
占
め
て
お

り
、
ま
た
そ
の
中
の
２９
例
が
、

マ
ヲ
ス
系
宣
命
の

「
令
捧
持
天
」
の
例
で
あ

Ｚ一
。

一
万
巻
乃
金
剛
般
若
経
倒
奉
讀
征
止
　

　

（貞
観
十
五
年
五
月
九
日
条
）

先
日
（
可
即
位
状
乎
差
使
天
倒
申
秩
　

　

（元
慶
元
年
二
月
廿
三
日
条
）

今
新
ホ
嗣
位
は
相
替
天
可
倒
奉
仕
岐
物
麟
利

公
死
慶
元
年
二
月
廿
四
日
条
）

神
祇
陰
陽
等
乃
官
寿
之
倒
占
求
ホ
　

　

　

　

（貞
観
八
年
七
月
六
日
条
）

「令
ロ
ム
」
の
４
例
は
、
連
用
形
３
例
、
命
令
形
１
例
と
な

っ
て
い
る
。

甘
雨
令
零
女
賜
比
国
家
無
事
久
　
　
　
　
（貞
観
八
年
六
月
廿
九
日
条
）

天
下
乎
平
劾
倒
有
引
　
　
　
　
　
　
（貞
観
十
八
年
十

一
月
廿
九
日
条
）

ま
た
、
「
シ
ム
」
の
３‐
例
は
、
未
然
形
が
２
例
、
連
用
形
が
２７
例
、
終
止

形
が
１
例
、
已
然
形
が
１
例
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
５
例
が
上
接
語
か

ら
小
書
き
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
連
用
形
の
例
の
中
に
は
＊
を
付
し
た
例
の

よ
う
に

「
メ
」
の
み
が
表
記
さ
れ
た
例
も
あ
る
。

天
下
平
安
跡
在
絃
教
牟
止
所
念
行
須
　
　
　
　
（貞
観
七
年
九
月
五
日
条
）

五
穀
豊
登
蛇
給
比
国
家
安
平
仁
衿
幸
賜
止

　

（貞
観
八
年
七
月
六
日
条
）

＊
五
穀
豊
登
米
賜
比
天
下
饒
足
米
賜
比
　

　

（貞
観
八
年
七
月
十
四
日
条
）

令
破
奔
天
潔
久
掃
奉
仕
鉱
　
　
　
　
　
　
（貞
観
八
年
九
月
廿
五
日
条
）

地
震
乃
後
示
小
震
不
止
因
卜
求
セ
酔

　

（貞
観
十
年
間
十
二
月
十
日
条
）

漢
文
助
字
表
記
例
は
連
用
形
の

「
令
捧
持
天
」
の
割
合
が
高
い
も
の
の
そ

れ
以
外
の
例
も
多
く
、
や
は
り
三
代
実
録
宣
命
に
お
い
て
も
、
「
し
む
」
の

表
記
は
漢
文
助
字
が
基
本
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
文
助
字
に
活
用
語
尾
を
万
葉

仮
名
で
記
す

「令
ロ
ム
」
の
例
は
、
こ
こ
で
も
ご
く
少
数
で
あ
る
。

一
方
の
万
葉
仮
名
表
記
例
は
、

マ
ヲ
ス
系
宣
命
末
尾
の
祈
願
の
詞
章
に
お

け
る
例
が
３‐
例
中
１９
例
と
多
数
を
占
め
る
。
し
か
し
、
「降
」
「
牽
副
」
な
ど

漢
文
助
字
と
万
葉
仮
名
の
両
方
の
例
の
存
す
る
語
も
あ
り
、
続
日
本
後
紀
宣

命
や
文
徳
実
録
宣
命
よ
り
は
、
万
葉
仮
名
の
用
い
ら
れ
る
範
囲
は
広
い
。

甘
雨
令
降
賜
天
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（貞
観
八
年
七
月
六
日
条
）

甘
雨
忽
降
粍
賜
比
　
　
　
　
　
　
　
　
（貞
観
十

一
年
六
月
十
七
日
条
）

今
所
祈
申
乃
大
幣
吊
ホ
御
馬
令
牽
副
天
　

　

（元
慶
二
年
二
月
九
日
条
）

礼
代
乃
大
幣
吊
ホ
白
毛
御
馬
乎
牽
副
貶
女
　
（仁
和
元
年
五
月
十
四
日
条
）

太
上
天
皇
乃
御
時
ホ
倒
退
出
嗽

‐
‐

　

　

（元
慶
元
年
二
月
廿
四
日
条
）

斎
王
波
重
喪
ホ
遭
秩
留
依
天
退
出
跳
数
　

　

　

（元
慶
五
年
四
月
廿
日
条
）

な
お
、
「
五
国
史
」
宣
命
に
は
、
天
己

字
以
外
に
も

「
し
む
」
に
相
当
す

る
漢
文
助
字
と
し
て

「使
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
用
例
は
２
例

と
ご
く
僅
か
で
あ
り
、
「
五
国
史
」
宣
命

で
使
役
の
助
動
詞

「
し
む
」
に
相

当
す
る
助
字
は
、
原
則
と
し
て

「
令
」
字
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

召
右
大
臣
而
天
下
ホ
号
令
使
為
牟

（続
日
本
紀

。
第
１９
詔

・
天
平
宝
字
元
年
七
月
十
二
日
条
）

但
比
畔
大
神
乃
御
料
波
今
使
造
天
後
ホ
吉
日
良
辰
ホ
奉
出
牟

（三
代
実
録

・
貞
観
七
年
四
月
十
七
日
条
）



一
例
目
は
直
前
に

「
号
令
」
と

「令
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
に

「
し
む
」
に
は

「使
」
字
を
用
い
た
例
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
五
国
史
」
宣
命
に
お
い
て
は
、
天
「
□
」
の
漢

文
助
字
表
記
が
基
本
で
あ
り
、
そ
の
中

で
、
『
続
日
本
紀
』
の
淳
仁

・
称
徳

期
や

『
日
本
後
紀
』
の
嵯
峨
期
、

マ
ヲ
ス
系
宣
命
末
尾
の
祈
願
詞
に
お
い
て

は
万
葉
仮
名
表
記
例
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
指
摘
で
き
る
。

ま
た
、
活
用
形
ご
と
に
表
記
形
式
を
見
て
み
る
と
、
未
然
形
は

「
令
□
」

と

「
シ
ム
」
の
二

つ
の
形
式
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
の

「
令
□
」
の
例
が

多
く
、
中
で
も
推
量
の
助
動
詞

「
む
」
や
打
消
の
助
動
詞

「
ず
」
に
続
く
例

が
多
い
。
こ
れ
ら
は
下
接
す
る
語
の
表
記
に
よ
り
、
「
じ
む
」
の
活
用
語
尾

を
明
記
し
な
く
て
も
、
誤
読
の
お
そ
れ
の
な
い
例
で
あ
る
。

連
用
形
の
例
は
、
文
徳
実
録
宣
命
以
降

で
は

マ
ヲ
ス
系
宣
命
に
お
い
て

「
幣
吊
乎
令
捧
持
天
」
と
い
う
表
現
が
多
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
他
の
活
用

形
に
比
べ
用
例
数
が
多
い
。
表
記
形
式
に
は

「
令
□
」
「令
ロ
ム
」
「
シ
ム
」

の
三
種
類
が
あ
る
が
、
「
令
□
」
の
例
が
圧
倒
的
に
多
い
。
連
用
形
の
例
も

下
接
す
る
語
の
表
記
に
よ
り
、
「令
□
」
の
形
で
あ

っ
て
も
、
宣
命
を
誤
読

す
る
お
そ
れ
は
な
い
。

終
止
形
に
は

「
令
□
」
と

「
シ
ム
」
の
二
種
類
の
表
記
形
式
が
存
す
る
が
、

「令
□
」
の
例
の
、
特
に
推
量
の
助
動
詞

「
べ
し
」
に
続
く

「
可
令
□
」
の

例
が
そ
の
多
く
を
占
め
て
い
る
。

連
体
形
に
は

「令
□
」
天
「
ロ
ム
」
「
シ
ム
」
の
三
種
類
の
例
が
存
じ
、
や

は
り

「
令
□
」
の
割
合
が
高
い
が
、
他
の
活
用
形
と
は
異
な
り
、
音
節
数
が

多
い
た
め
か

「
令
ロ
ム
」
の
形
式
が
続
日
本
紀
宣
命
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
。

已
然
形
は

「
シ
ム
」
の

一
例
の
み
で
あ
り
、
命
令
形
に
は

「令
ロ
ム
」
と

「
シ
ム
」
の
形
式
が
見
ら
れ
る
が
、
他
の
活
用
形
に
お
い
て
最
も
用
例
数
の

多
か

っ
た

「令
□
」
の
形
式
の
例
が
存
在
し
な
い
。
己
然
形
、
命
令
形
な
ど

用
例
数
が
少
な
く
音
節
数

の
多

い
活
用
形
に
お
い
て
は
、
「令
ロ

ム
」
や

「
シ
ム
」
な
ど
の
表
記
形
式
を
採
る
こ
と
に
よ
り
、
語
形
を
明
示
し
て
い
る

と
言
え
よ
う
。

四
　
公
卿
日
記
の
宣
命
に
お
け
る

「
令
」
字
の
使
用

公
卿
日
記
に
お
け
る
宣
命
に
つ
い
て
も
す
で
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

『
小
右
記
』
『
兵
範
記
』
な
ど
に
計
７０
の
宣
命
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
宣
命
の

宣
布
日
は
、
正
暦
二

（九
九

一
）
年
か
ら
寿
永
二

（
一
一
八
三
）
年
ま
で
の

約
二
〇
〇
年
間
に
わ
た

っ
て
い
る
。

公
卿
日
記
に
収
め
ら
れ
た
宣
命
の
助
動
詞

「
じ
む
」
の
表
記
に
も
、
「
五

国
史
」
宣
命
と
同
様
に
、
漢
文
助
字
を
用
い
た

「令
□
」
「令
ロ
ム
」
の
形

（
１０
）

式
と
、
仮
名
を
用
い
た

「
シ
ム
」
の
形
式
が
あ
る
。
「
五
国
史
」
宣
命
と
同

様
に
、
表
記
形
式
に
分
け
活
用
形
ご
と
に
見
て
い
く
。

ま
ず
、
「令
□
」
の
例
は
７３
例
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
未
然
形
が
７
例
、

連
用
形
が
５８
例
、
終
止
形
が
１
例
、
連
体
形
が
７
例
で
あ
る
。

託
宣
乃
旨
（
随
天
更
法
家
称
不
倒
勘
貶
　
　
（長
元
四
年
八
月
廿
三
日
条
）

年
穀
豊
実
膝
翅
由
遠
倒
祈
申
給
比
支
　
　
　
（保
延
元
年
八
月
十
二
日
条
）

働
同
召
下
手
人
天
雖
令
詢
間
モ
　
　
　
　
（仁
平
三
年
七
月
廿
五
日
条
）

神
祇
官
陰
陽
寮
等
爾
仰
ョ
令
卜
之
虎
爾

　

（保
延
元
年
八
月
十
二
日
条
）

「
令
ロ
ム
」
の
例
は
１６
例
あ
り
、
未
然
形
が
１
例
、
連
用
形
が
６
例
、
終



止
形
が
１
例
、
連
体
形
が
５
例
、
命
令
形
が
３
例
と
な

っ
て
い
る
。

此
般
猶
斜
昇
進
ノ、め
彼
心
ホ
違
か
へ
　

　

　

　

（正
暦
二
年
九
月
七
日
条
）

振
威
風
二
令
排
療
煙
免
給
開
　
　
　
　
　
　
（仁
安
三
年
六
月
四
日
条
）

縦
依
咎
徴
天
倒
然
警
止
祈
謝
之
道
者

　

　

（養
和
元
年
八
月
十
六
日
条
）

偶
陰
陽
寮
外
令
勘
申
る
所
外
　
　
　
　
　
（長
元
四
年
八
月
廿
三
日
条
）

皇
太
子
乎
輔
導
支
仕
奉
天
天
下
乎
平
始
倒
有
割（保
元
三
年
八
月
十

一
日
条
）

「
シ
ム
」
の
例
に
は
、
未
然
形
が
１
例
、
連
用
形
が
１０
例
あ
り
、
う
ち
６

例
が
上
接
語
か
ら
仮
名
書
き
さ
れ
て
お
り
、
「
五
国
史
」
宣
命
に
比
べ
る
と
、

上
接
語
か
ら
仮
名
書
き
さ
れ
る
例
の
割
合
が
高
い
。

咎
祟
可
有
止
毛
無
事
久
憮
懸
久
有
セ
』
酢
　

（仁
平
三
年
七
月
廿
五
日
条
）

災
厄
族
割
未
然
ホ
消
除
鱒
之
給
訛
　
　
　
　
（嘉
応
元
年
十
二
月
八
日
条
）

漢
文
助
字
の
み
を
用
い
た

「令
□
」
の
例
は
７３
例
存
す
る
が
、
そ
の
う
ち

２３
例
が

「
五
国
史
」
宣
命
に
お
い
て
も
多
用
さ
れ
て
い
た
マ
ヲ
ス
系
宣
命
に

お
け
る

「令
捧
持
天
」
の
例
、
２５
例
が

「
令
□
給
」
の
例
で
あ
り
、
用
い
ら

れ
る
語
や
文
脈
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
五
国
史
」
宣
命
と
比
較
す

る
と
、
仮
名
表
記
例
の
割
合
が
減
少
し
、
漢
文
助
字
に

「
し
む
」
の
活
用
語

尾
を
仮
名
書
き
す
る

「
令
ロ
ム
」
の
用
例
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。

活
用
形
ご
と
に
表
記
形
式
を
見
て
み
る
と
、
未
然
形
に
お
い
て
は
、
三
種

類
の
表
記
形
式
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
も

「令
□
」
の
例
が
最
も
多
い
。

こ
れ
ら
は
助
動
詞

「
む
」
「
ず
」
に
続
く
例
で
あ
り
、
活
用
語
尾
を
明
記
し

な
く
て
も
誤
読
の
お
そ
れ
は
な
い
。
連
用
形
に
も
三
種
の
表
記
形
式
が
存
す

る
が
、
「
令
□
」
の
割
合
が
最
も
高
く
、
そ
の
多
く
が
接
続
助
詞

「
て
」
や

令□ 令ロム シ ム

未然 1連用 終止 連体 未然 1連用 1終止 1連体 1命令 未然 連用 終止 連体 己然 命令

続日本紀①
212 l 1

l

続日本紀②
211 1 1 2141 1 4 l

1 12 1)

続日本紀③
l

0

日本後紀
1 1 1 312 1

0 3)

続 日本後紀
415 1 1 1 2

2

文徳実録
119 4 4

0

三代実録
2 147 5 1 lИ 3 l 2 1271 1 1

4 31 5)

公卿日記
7 158 117 116(3)111513 1 110

11

「令ロム」の ( )内 は「令ロシムJの例数。内数。
「シム」の ( )内 は上接語から小書きしている例数。内数。



補
助
動
詞

「
た
ま
ふ
」
に
続
く
例
で
あ
る
。
ま
た
、
「令
ロ
ム
」
の
例
の
中

に
は

「令
検
蛯
給
」
（寛
治
四
年
十
二
月
十
四
日
条
）
の
よ
う
に
、
漢
文
助

字
を
用
い
た
上

で

「
じ
む
」
全
体
を
仮
名
書
き
す
る
例
も
存
す
る
。
終
止

形

・
連
体
形
に
は

「令
□
」
「令
ロ
ム
」
、
命
令
形
に
は

「
令
ロ
ム
」
の
形
式

が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
音
節
数
が
多
い
ほ
ど

「令
ロ
ム
」
と

「
じ
む
」
の
活

用
語
尾
が
明
記
さ
れ
や
す
い
。

仮
名
表
記
例
が
未
然
形
と
連
用
形
に
し
か
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
、
公
卿
日

記
に
収
め
ら
れ
た
宣
命
の
助
動
詞

「
し
む
」
の
表
記
は
漢
文
助
字
表
記
が
主

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
中

で
も
、
「令
ロ
ム
」
と
活
用

語
尾
を
明
記
す
る
形
式
は
活
用
形
の
種
類
も
多
く
、
「
令
□
」
の
例
の
よ
う

に
特
定
の
表
現
に
偏

っ
て
い
な
い
と
い
う
点
か
ら
も
、
使
役
の
助
動
詞

「
し

む
」
の
表
記
に
お
い
て
主
流
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
言
え
る
。

公
卿
日
記
の
宣
命
で
は
、
「
た
ま
ふ
」
に
続
く
た
め

「
し
む
」
の
活
用
語

尾
等
を
明
記
す
る
必
要
が
な
い
と
思
わ
れ
る

「
し
め
た
ま
ふ

（令
□
給
と

の
例

で
も
、
「令
ロ
シ
メ
給
」
天
「
ロ
メ
給
」
な
ど

「令
ロ
ム
」
の
形
式
を
採

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
「令
」
字
に
よ
り
使
役
で
あ
る
こ
と
を
視
覚

的
に
示
し
、
さ
ら
に
活
用
語
尾
等
を
表
記
す
る
こ
と
に
よ
り
読
み
誤
り
を
防

い
で
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
じ
時
期

に
、
推
量
の
助
動
詞

「
べ
し
」
に
お
い
て
も

「
可
ロ
シ
」
の
形
式
の
例
が
増
加
し
て
い
た
こ
と
を

考
え
合
わ
せ
る
と
、
宣
命
体
に
お
け
る
助
動
詞
の
表
記
が
、
漢
文
助
字
に
活

用
語
尾
を
仮
名
書
き
す
る
形
式
を
採
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
、
宣
命
体
表
記

そ
の
も
の
の
変
遷
を
反
映
し
て
い
る
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
　
鈴
鹿
本

『今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る

「
令
」
字
の
使
用

前
節
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、
宣
命
に
お
け
る
使
役
の
助
動
詞

「
じ
む
」
の

表
記
は
、　
喜
貝
し
て

「令
□
」
の
漢
文
助
字
表
記
が
主
で
あ
る
も
の
の
、
特

定
の
時
期
の
宣
命
や
マ
ヲ
ス
系
宣
命
の
祈
願
詞
に
お
い
て
は
万
葉
仮
名
表
記

例
の
割
合
が
高
い
こ
と
、
公
卿
日
記
に
収
め
ら
れ
た
宣
命
に
お
い
て
は
、
漢

文
助
字
に
活
用
語
尾
を
仮
名
で
小
書
き
す
る

「令
ロ
ム
」
の
割
合
が
増
加
す

る
と
い
う
特
徴
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

一
方
、
院
政
期
の
宣
命
体
資
料
と
し
て
は
片
仮
名
宣
命
体
で
書
か
れ
た
説

話
集
が
挙
げ
ら
れ
る
。
説
話
集
に
見
ら
れ
る
片
仮
名
宣
命
体
の
起
源
に
つ
い

て
は
、
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
な
ど
の
訓
点
系
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
牲
期
か

ら
発
達
し
た
も
の
だ
と
す
る
説
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、
先
述
し
た
よ
う

に
、
宣
命
体
と
の
関
連
を
示
唆
す
る
説
も
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
片
仮

名
宣
命
体
文
献
の
代
表
と
し
て
、
鈴
鹿
本

『
今
昔
物
語
集
』
を
取
り
上
げ
、

当
該
資
料
に
お
け
る

「令
」
字
の
使
用
の
あ
り
方
か
ら
、
宣
命
と
の
関
連
を

考
察
す
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る

「
し
む
」
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
日
本
古
典

文
学
大
系

。
第

一
冊
の
解
説
や
補
注
に
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「令
」
字

の
返
読
が
原
則
と
な

っ
て
い
る
。

・
反
読
は
文
節
を
単
位
と
し
て
行
な
わ
れ
る
。
中
で

「
不
」
が
最
も
安
定

性
を
持
ち
、
「
可
」
「令
」
「
被
」
等
は
不
安
定
の
度
が
や
や
高
い
。

。
本
集
古
本

の
表
記
と
し
て
は
、
シ
ム
は

「令
」
、
ベ
シ
は

「
可
」
で
表

記
し
反
読
せ
じ
め
る
こ
と
を
本
則
と
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
な
お
、
こ



の
場
合
の
ご
と
く
、
国
語
の
語
順
通
り
に
か
な
が
き
に
従
う
場
合
も
少

く
な
い
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
天
竺
部

・
震
旦
部

。
本
朝
仏
法
部

。
本
朝
世
俗
部
か

ら

一
巻
ず

つ
、
巻
二
、
七
、
十
二
、
二
十
七
を
取
り
上
げ
、
宣
命
と
同
様
に
、

表
記
形
式
ご
と
に
そ
の
表
記
の
あ
り
方
を
見
て
い
く
。

ま
ず
、
巻
二
の
詳
細
を
見
て
み
る
と
、
こ
こ
で
も

「
じ
む
」
の
表
記
に
は
、

「
令
□
」
、
「令
ロ
ム
」
、
「
シ
ム
」
の
三
種
類
の
表
記
形
式
が
存
す
る
。

「令
□
」
の
例
は
、
未
然
形
２
例
、
連
用
形
１２
例
、
終
止
形
４
例
と
、
用

例
の
存
す
る
活
用
形
の
種
類
は
少
な
い
。

倉

二
籠
テ
衣
ヲ
不
到
着
ス
食
ヲ
不
与
な
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
７
話
）

一
人
ノ
男
子
フ
劉
生
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
１２
話
）

常

二
諸
ノ
人
ヲ
勧
４
ァ
布
施
フ
可
令
行
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
６
話
）

未
然
形
は
助
動
詞

「
む
」
「
ず
」
に
続
く
例
、
連
用
形
は
助
動
詞

「
き
」

「
た
り
」
や
接
続
助
詞

「
て
」
、
補
助
動
詞

「
た
ま
ふ
」
に
続
く
例
、
終
止
形

は
助
動
詞

「
べ
し
」
に
続
く
例
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は

「
し
む
」
の
活
用
語
尾

を
明
記
し
な
く
て
も
誤
読
の
お
そ
れ
は
な
い
。

「令
ロ
ム
」
の
例
は
２７
例
と
三
種
類
の
表
記
形
式
の
中
で
最
も
用
例
が
多

く
、
己
然
形
を
除
く
全
て
の
活
用
形
の
例
が
揃

っ
て
い
る
。

佛
フ
観
″
悪
念
ヲ
成
ス
事
倒
元
】
ム

佛
ノ
御
許
二
倒
参
引
ァ
法
ヲ
倒
聞
剤

布
施
ヲ
倒
行
わ
メ

カ
ク
テ
自
然
ノ
飲
食
ヲ
以
テ
大
三
井

二
若
干
ノ
人
二
令
食
ム

妻
ノ
所
二
持
至

ス́
「
見
ル
ニ
妻
亦

一
ノ
鏡
ヲ
持
タ
リ

努
々
乏
キ
事
倒
元
】
ョ
云
置
テ

ま
た
、
「
シ
ム
」
の
例
は
１５
例
あ
り
、
連
用
形
１０
例
、
終
止
形
４
例
、
連

体
形
１
例
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
連
用
形
の
４
例
を
除
き
上
接

語
か
ら
小
書
き
さ
れ
て
お
り
、
巻
二
に
お
け
る

「
じ
む
」
の
仮
名
表
記
は
上

接
語
の
影
響
で
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

手
ョ
リ
甘
露
ヲ
令
降
テ
各

皆
服
ル
シ給
フ
（第
２７
話
）

鬼
神

ヲ
以
テ
例
利
天

ョ
リ

閻
浮
提
二
一プ
道
ヲ
造
″
シ

（第
２
話
）

老
女
殺
具
ヲ与
テ殺
け
″
ム

（第
３０
話
）

巻
二
と
同
様
に
、
巻
七
、
巻

十

二
、
巻

二
十
七

の
用
例
も

「
〈
「
口
ど
、
「
〈
「
［ロ
ム
Ｌ

「
シ
ム
」

に
分
け
る
と
表
の
よ
う
に
な

っ

て
い
る
。
な
お
、
巻
二
十
七
は

そ
の
文
体
が
和
文
調
で
あ
る
た

め
用
例
は
ご
く
少
数
で
あ
る
。

「令
□
」
の
例

は
、
巻
七

に

４
例
、
巻
十
二
に
３９
例
、
巻
二

十
七
に
４
例
存
す
る
。
こ
れ
ら

の
例
は
巻
二
と
同
様
に
、
未
然

形

で
は

「
む
」
「
ず
」
に
続

く

（第
７
話
）

（第
１３
話
）

（第
２３
話
）

（第
８
話
）

（第
２９
話
）

「令ロム」の ( )内は「令ロシム」の例数。内数。
「シム」の ( )内は上接語から小書きしている例数。内数。

令□ 令ロム

未然 連用 終止 未然 連用 終止 1連体 1己然 1命令 連用 終止 連 体

巻 2
2 1121 4 2117(3)1 4 131  1 1 10141 1

27 (11)

巻 7
1 3 3 7 119(7)1 7 2 1

4 1(1)

巻 12
161221 1 1 18 113(1)1 11 2 4

0

巻 27
311 1

4 1 0



例
、
終
止
形
で
は

「
べ
し
」
に
続
く
例
の
み
で
あ
る
。

「
令
ロ
ム
」
は
用
例
数
も
活
用
形
の
種
類
も
多
く
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
お

け
る

「
じ
む
」
の
表
記
は
、
こ
の
形
式
が
原
則
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、

「
シ
ム
」
の
例
は
、
巻
七
に
１
例
存
す
る
の
み
で
あ
り
、
こ
の
例
も
上
接
語

か
ら
仮
名
書
き
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
鈴
鹿
本

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
は
、
漢
文
助
字
表

記
例

の
中
で
も
、
「
じ
む
」
活
用
語
尾
を
仮
名
書
き
す
る

「令
ロ
ム
」
の
例

が
多
く
、
助
動
詞

「
し
む
」
の
表
記
に
は
こ
の
形
式
を
採
る
こ
と
が
原
則
で

あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
公
卿
日
記
に
収
め
ら
れ
た
宣
命
に
お
い
て

増
加
し

つ
つ
あ

っ
た
形
式

で
あ
り
、
宣
命
と

『
今
昔
物
語
集
』
の
助
動
詞

「
じ
む
」
の
表
記
に
は
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。

エハ
　
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
献
に
お
け
る

「
し
む
」
の
表
記

『今
昔
物
語
集
』
以
外
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
助
動
詞

「
し

む
」
は
ど
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
漢
字
仮
名
交
じ
り

文

の
起
源
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と

の
多

い

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
と
、

『今
昔
物
語
集
』
と
同
じ
片
仮
名
宣
命
体
の
説
話
集
で
あ
る

『
打
聞
集
』
を

取
り
上
げ
、
助
動
詞

「
し
む
」
の
表
記
の
様
相
を
考
察
す
る
。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
は
、
漢
文
助
字

「
令
」
の
例
が
１９
例
、
仮
名
表

記
例
が
１
例
あ
る
。
「
令
」
字

の
例
の
中
に
は
活
用
語
尾
の
明
記
さ
れ
た
例

も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
振
り
仮
名
と
し
て
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
表
記
は
や

は
り
宣
命
と
同
じ
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

令

雨
　
［雨

（
フ
ラ
）
令
メ
ム
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３２
行
日
）

得令ム̈望増・・一軒
一増一得二（モ４）（ル́
輪れ̈
一　　　｛‐‐‐‐８４街囲｝

一
方
、
『
打
聞
集
』
の
表
記
は
、
片
仮
名
宣
命
体

で
は
あ
る
も
の
の

『今

昔
物
語
集
』
に
比
べ
、
大
書

・
小
書
の
書
き
分
け
な
ど
に
例
外
が
多
い
こ
と

が
広
く
知
ら
れ
て
い
初
。
使
役
の
助
動
詞

「
し
む
」
の
例
は
２
例
存
す
る
が
、

そ
の
表
記
は

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
例
外
的
な
表
記
で
あ

っ
た
仮
名
表

記
で
あ
り
、
ア
「昔
物
語
集
』
と
同
様
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

王
悦
貴
ガ
リ
給
テ
遣
テ
使
ヲ
召
シ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
１
話
）

我

ハ
止
元
権
者
造
罪
卜
思
ビ
ァ
驚
テ
遣
使
テ
召
返
シ
ム
　
　
　

（第
１
話
）

七
　
ま
と
め

本
稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
続
日
本
紀
宣
命
の
助
動
詞

「
し
む
」
の
表
記
に
は
、
漢
文
助
字
の
み
を

用
い
る

「
令
□
」
と
、
漢
文
助
字
に
活
用
語
尾
を
万
葉
仮
名
で
小
書
き
す

る

「令
ロ
ム
」
と
、
万
葉
仮
名
の
み
を
用
い
る

「
シ
ム
」
の
三
種
の
形
式

が
存
す
る
。
続
日
本
紀
宣
命
に
お
い
て
は
助
字
の
み
を
用
い
る

「
令
□
」

が
基
本
で
あ
る
が
、
淳
仁

・
称
徳
期
の
宣
命
に
は
万
葉
仮
名
表
記
も
多
用

さ
れ
て
い
る
。

二
、
「
四
国
史
」
宣
命
の

「
じ
む
」
の
表
記
に
も
、
続
日
本
紀
宣
命
と
同
様

に
三
種
類
の
表
記
形
式
が
存
す
る
が
、
こ
こ
で
も
漢
文
助
字

「
令
□
」
の

割
合
が
高
く
、
活
用
語
尾
を
小
書
き
す
る

「
令
ロ
ム
」
の
例
は
ご
く
少
数

で
あ
る
。
ま
た
、
万
葉
仮
名
表
記
は
特
定
の
時
期
の
宣
命
や
マ
ヲ
ス
系
宣

命
末
尾
の
祈
願
詞
に
お
い
て
用
い
ら
れ
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。



三
、
公
卿
日
記
に
収
め
ら
れ
た
宣
命
の

「
し
む
」
の
表
記
に
は
、
「
五
国
史
」

宣
命
と
同
様

「
令
□
」
の
割
合
が
高
い
が
、
「
五
国
史
」
宣
命
に
比

べ
仮

名
表
記
例
が
減
少
し
、
漢
文
助
字

に
活
用
語
尾
を
小
書
き
す
る

「
令
□

ム
」
の
例
の
割
合
が
増
加
す
る
と
い
う
変
遷
が
見
ら
れ
る
。

四
、
鈴
鹿
本

『
今
昔
物
語
集
』
の

「
し
む
」
の
表
記
に
は
、
漢
文
助
字
表
記

例
の
中
で
も
、
活
用
語
尾
を
小
書
き
す
る

「
令
ロ
ム
」
の
形
式
の
例
が
多

い
。
こ
れ
は
、
片
仮
名
交
じ
り
文
の
起
源
と
言
わ
れ
る

『
東
大
寺
諷
誦
文

稿
』
に
お
け
る

「
し
む
」
の
表
記
法
と
は
異
な
り
、
同
時
代
の
宣
命
に
お

け
る

「
令
ロ
ム
」
の
増
加
と
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
片
仮
名
宣
命
体
は
、
従
来
、
そ
の
起

源
を

『東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
な
ど
の
訓
点
系
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
求
め

る
説
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
助
動
詞

「
べ
し
」
や

「
じ
む
」
の

表
記
に
注
目
す
る
と
、
宣
命
の
表
記
が
片
仮
名
宣
命
体
に
与
え
た
影
響
も
積

極
的
に
認
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

い圧（１
）

白
藤
證
幸

「古
代
の
文
法
Ｉ
」
『講
座
国
語
史
第
四
巻
　
文
法
史
』
（大
修

館
書
店
　
一
九
八
二
）、
山
崎
馨

「続
日
本
紀
宣
命
に
お
け
る
助
動
詞
に
つ

い
て
」
翁
神
戸
大
学
教
養
部
紀
要
　
黙如
集
』
１５
　
一
九
七
五

・
三
）

（２
）

拙
稿

「宣
命
の
漢
文
助
字
―
助
詞
相
当
の
助
字
に
つ
い
て
―
」
「
三
重
大

学
　
日
本
語
学
文
学
』
８
　
一
九
九
七

・
六
）、
「宣
命
の
漢
文
助
字
―
助
動

詞
相
当
の
助
字
に
つ
い
て
―
」
「
二
重
大
学
　
日
本
語
学
文
学
』
１〇
　
一
九

九
九

・
六
）

（３
）

公
卿
日
記
に
収
め
ら
れ
た
官
一命
や

『今
昔
物
語
集
』
『打
聞
集
』
に
は
、

尊
敬
の
助
動
詞

「
し
む
」
に
相
当
す
る

「令
」
字
の
例
も
存
す
る
が
、
本
稿

に
お
い
て
は
使
役
の
助
動
詞
に
相
当
す
る
例
の
み
を
取
り
上
げ
る
。

（
４
）

「片
仮
名
交
り
文
の
起
源
に
つ
い
て
」
「
古
訓
点
の
研
究
』
風
間
書
房

一
九
五
六
）

（
５
）

山
口
佳
紀

「今
昔
物
語
集
表
記
法
管
見
」
「
古
代
日
本
文
体
史
論
考
』
有

精
堂
　
一
九
九
三
）
、
門
前
正
彦

「今
昔
物
語
集
の
表
記
よ
り
片
仮
名
交
り

文
の
起
源
に
及
ぶ
」
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
６２
　

一
九
七
八

。
三
）
、
峰

岸
明

「古
代
日
本
語
文
章
表
記
に
お
け
る
倒
置
記
法
の
諸
相
」
∩
国
語
論
究

２
　
文
字

・
音
韻
の
研
究
』
明
治
書
院
　
一
九
九
〇
）
な
ど
。

（６
）

「宣
命
体
表
記
の
変
遷
―
漢
文
助
字

「
可
」
に
注
目
し
て
―
」
翁
古
典
語

研
究
の
焦
点
』
武
蔵
野
書
院
　
一
一〇
〇
九
）

（
７
）

注

（２
）
論
文

（８
）

長
尾
勇

「
『続
紀
宣
命
』
に
つ
い
て
の
研
究
―
か
な
の
用
字
法
を
中
心
と

し
て
―
」
「
日
本
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
１
　

一
九
五

一
）、
小
谷
博
泰

『木
簡
と
宣
命
の
国
語
学
的
研
究
』
（和
泉
書
院

　
一
九
八
七
）
、
沖
森
卓
也

「続
日
本
紀
宣
命
の
表
記
と
文
体
―
称
徳
期
に
つ
い
て
―
」
「
松
村
明
教
授

還
暦
記
念
　
国
語
学
と
国
語
史
』
明
治
書
院

　
一
九
七
七
）
な
ど
に
よ
り
、

他
と
は
異
な
る
字
母
の
万
葉
仮
名
の
使
用
や
仏
典
に
基
づ
く
語
彙
の
使
用
な

ど
、
他
の
時
期
の
宣
命
と
は
異
な
る
性
格
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

（９
）

拙
稿

「
公
卿
日
記
の
宣
命
」
「
国
語
と
教
育
』
２８
　
一
一〇
〇
四

。
二
）
に

お
い
て
、
『九
暦
』
か
ら

『
吉
記
』
ま
で
の
２０
種
の
公
卿
日
記
を
調
査
し
、

全
７５
詔
の
宣
命
を
見
い
だ
し
た
。
そ
の
う
ち
５
詔
が
複
数
の
日
記
に
重
複
し

て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
７０
詔
を
対
象
と
し
て
い
る
。

（
１０
）

公
卿
日
記
に
収
め
ら
れ
た
宣
命
の
小
書
き
仮
名
に
は
、
万
葉
仮
名
の
例
が

多
い
も
の
の
、
略
体
仮
名
や
省
画
仮
名
の
例
も
見
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
字

体
の
差
異
に
つ
い
て
扱
わ
な
い
た
め
、
す
べ
て
を
仮
名
と
称
す
る
。

（
１１
）

注

（６
）
論
文

（
‐２
）

峰
岸
注

（
５
）
論
文
に
お
い
て
、
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
文
章
表
記
を



宣
命
体
の

〈宣
命
系
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
〉
と
区
別
し
、
〈訓
点
系
漢
字
仮

名
交
じ
り
文
〉
と
称
し
て
い
る
の
に
拠

っ
て
い
る
。

（‐３
）

『
日
本
古
典
文
学
大
系
２２
　
今
昔
物
語
集
　

一
』
含
石
波
書
店

　
一
九
五

九
）
解
説
、
「礼
シ
ム
ベ
シ
」
の
補
注
。

（
‐４
）

宣
命
と
諷
誦
文
稿
で
は
、
返
読
の
あ
り
方
や
助
辞
の
仮
名
の
付
け
方
に
お

い
て
、
そ
の
表
記
法
が
大
き
く
異
な
り
、
諷
誦
文
稿
の
源
流
が
宣
命
に
求
め

ら
れ
な
い
こ
と
は
夙
に
説
か
れ
て
い
る
。
中
田
祝
夫

『東
大
寺
諷
誦
文
稿
の

国
語
学
的
研
究
』
（風
間
董
房
　
一
九
六
九
）

（
‐５
）

柴
田
雅
生

「
『打
聞
集
』
に
見
え
る
表
記
の
ゆ
れ
に
つ
い
て
」
翁
活
水
論

文
集
　
日
本
文
学
科
編
』
３‐
　
一
九
八
八

・
三
）
、
藤
井
俊
博

「
『打
聞
集
』

の
表
記
と
単
語
意
識
―
宣
命
書
の
例
外
表
記
を
中
心
に
―
」
（
国
語
語
彙
史

の
研
究
』
２６
　
和
泉
書
院
　
一
一〇
〇
七
）
な
ど
。

（
‐６
）

『打
聞
集
』
に
は
尊
敬
の
助
動
詞

「
じ
む
」
の
例
も
６
例
あ
り
、
そ
の
う

ち
２
例
が

「令
」
の
例
、
４
例
が
仮
名
表
記
例
と
な

っ
て
お
り
、
尊
敬
の

「
し
む
」
の
場
合
に
は
漢
文
助
字
表
記
例
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
表

記
は

「
問
ハ
令
メ
給
」
「
ア
ガ
メ
ム
ト
令
メ
給
ヘ
バ
」
と

「□
令
給
」
と
い
う

形
式
で
あ
り
、
宣
命
や

『今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る

「令
□
給
」
の
形
式
と

は
異
な
る
。

（
い
け
だ

。
ゆ
き
え
　
長
崎
大
学
准
教
授
）


